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会
員
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
北
海
道
文
教
大
学

後
援
会
の
活
動
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。本
学
後
援
会
は
、

「
建
学
の
精
神
に
則
り
、会
員
相
互
の
協
力
に
よ
っ
て

本
学
を
後
援
し
、そ
の
発
展
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
」（
会
則
第
一
条
）と
し
て
、会
員
の
皆
様
か
ら

お
預
か
り
し
て
い
る
後
援
会
費
に
よ
り（
１
）学
生
生

活
向
上
の
為
の
援
助（
２
）課
外
活
動
に
対
す
る
援
助

（
３
）大
学
祭
や
保
護
者
懇
談
会
の
開
催
協
力
・
助

成
、会
報
の
発
行
等
、在
学
生
・
保
護
者
と
の
連
携

（
４
）学
位
記
授
与
式
記
念
品
助
成
・
卒
業
祝
賀
会
実

施
協
力
等
、会
員
相
互
の
親
睦
、福
利
厚
生
に
関
す

る
援
助
等
、様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
後
援
会
で
は
、会
報
を
通
し
て
、会
員
の
皆
様
に
活

動
内
容
に
理
解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う
年
２
回
発
行

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
会
報
で
は
上
半
期
の
事
業
の
中
で
、七
月
十
三

日（
木
）に
実
施
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に

つ
い
て
ご
報
告
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
は
、学
内
に
お
け
る
学

生
の
様
子
や
各
施
設
を
実
際
に
後
援
会
理
事
が
、大

「
平
成
二
十
九
年
度
　
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」を
実
施

中
村
　
仁

学
教
職
員
等
か
ら
説
明
を
頂
き
な
が
ら
見
学
し
、各

施
設
の
利
便
性
や
改
善
点
等
に
つ
い
て
、共
通
認
識

を
持
ち
事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
る
為
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
。本
年
度
は
十
一
名
の
後
援
会
理
事
、橘
内

副
学
長
は
じ
め
大
学
関
係
者
の
出
席
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
は
じ
め
に
橘
内
副
学
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂

き
、説
明
見
学
を
開
始
致
し
ま
し
た
。今
年
度
は
本
学

園
が
七
十
五
周
年
を
迎
え
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
鶴

岡
記
念
講
堂
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
図

書
館
の
拡
張
も
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、昨
年
度
後
援

会
で
助
成
し
た
図
書
館
の
空
調
設
備
の
状
況
も
含

め
、学
生
の
利
用
状
況
等
の
説
明
及
び
見
学
を
重
点

的
に
致
し
ま
し
た
。

　
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、夏
季
の
冷
房
は
勿
論
の
こ

と
、冬
季
の
夜
間
暖
房
も
改
善
さ
れ
、多
く
の
学
生
が
快

適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
利
用
状
況
が
好
調
と
の
ご

説
明
を
受
け
、後
援
会
の
意
義
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
鶴
岡
記
念
講
堂
に
つ
き
ま
し
て
は
、そ
の
機
能
を
活
か

し
学
内
は
も
と
よ
り
地
域
の
為
に
多
く
活
用
さ
れ
て
い
く

施
設
だ
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。後
援
会
の
皆
様
に
是
非
見

て
頂
く
機
会
を
作
り
た
い
と
の
理
事
の
共
通
認
識
で
す
。

　
そ
の
他
学
食
で
の
昼
食
や
各
施
設
を
丁
寧
に
ご
説
明

頂
き
、三
時
間
程
を
か
け
見
学
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

　
見
学
終
了
後
、参
加
者
に
よ
る
総
括
で
感
想
や
問
題

点
の
確
認
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。夏
季
の
見
学
で
あ
る

こ
と
も
あ
り
、暑
さ
対
策
に
つ
い
て
の
ご
意
見
が
多
く

で
ま
し
た
が
、こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、大
学
側
の
希
望

と
各
学
科
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
え
な
が
ら
後
援
会
で

で
き
る
こ
と
は
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
確
認
致
し
ま
し

た
。ま
た
、夜
間
や
冬
季
の
状
況
に
つ
い
て
も
今
後
確
認

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
本
事
業
に
あ
た
り
、大
学
事
務
局
の
皆
様

の
お
陰
で
大

変
ス
ム
ー
ズ

に
す
す
め
ら

れ
た
こ
と
、

後
援
会
を

代
表
し
て

感
謝
を
申

し
上
げ
報

告
と
致
し

ま
す
。

北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
　
会
長

鶴岡記念図書館

鶴岡記念講堂　玄関ホール

1号館　就職資料閲覧室

7号館　保育演習室１

鶴岡記念講堂　鶴岡先生史料室
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北海道文教大学後援会　平成29年度予算

平成２９年度「父母懇談会」

※地方会場：昨年度は帯広市、釧路市。来年度は旭川市、北見市を予定。
父母懇談会の詳細は、本学HP「PICK UP」をご覧ください。

ご案内
けい か さい

（単位　　円）■支出の部 
科　　　目 予算案 備　考

合　　　計

1.事務費
　（1）通信費等
2.会議費
　（1）総会
　（2）役員会費
3.事業費
　（1）学生文化・体育団体助成費
　（2）父母懇談会助成費
　（3）卒業記念助成費
　（4）「卒業祝賀会」費
　（5）就職活動助成費
　（6）広報費
　（7）慶弔費
　（8）免許等取得助成費
　（9）宿泊研修助成費
　（10）100円朝食助成費
　（11）携帯電話充電器助成費
　（12）サイクルスタンド設置助成費
　（13）学生食堂改修助成費
　（14）入学式･卒業式支援品助成
4.周年記念事業等積立費
5.予備費

500,000
500,000
1,600,000
600,000
1,000,000
46,996,000
7,500,000
1,000,000
4,300,000
5,000,000
2,000,000
800,000
100,000
3,480,000
3,500,000
3,000,000
160,000
1,000,000
15,000,000
156,000
2,000,000
7,978,500
59,074,500

総会・役員会等案内状郵送

総会費用（会場費等）
役員会・交通費

サークル活動助成
大学祭模擬店食券助成
卒業記念品助成
卒業祝賀会費

資格取得受験料等助成
会報（年2回発行）

香典（10,000円×10人）
1,500円×2,320人（６学科案分）
新入生宿泊研修費助成
年間１００日間実施
3台レンタル料助成

７号館前駐輪場設置助成
改修工事助成
不織布バッグ
5年積立金（年額）

設備・備品等助成を含む

■収入の部 （単位　　円）

科　　　目 予算案 備　考

合　　　計

20,791,500
38,280,000

3,000
59,074,500

16,500円×2,320人

預金利息

1.繰越金
2.会費収入

3.雑収入

平成29年度
北海道文教大学後援会事業等実施計画

平成29年
4月8日（土） 定期総会（入学式終了後）

4月10日（月）～11日（火） 新入生宿泊研修（北湯沢温泉）助成

4月17日（月）～7月28日（金） １００円朝食助成 (前期)

4月21日（金） 第1回ワーキンググループ

6月3日（土） 鶴岡学園創立75周年記念式典･祝賀会

6月22日(木)　　　　　　　　第１回役員会

7月13日（木） キャンパスウォッチング

9月28日(木)～11月15日(水) １００円朝食助成（後期）

10月8日(日) 父母懇談会（恵庭会場）助成

10月中旬 中間監査

10月20日(金) 第２回ワーキンググループ

11月10日(金) 第２回役員会

平成30年
3月9日(金) 第3回ワーキンググループ

3月17日(土) 平成２９年度学位記授与式記念品助成

3月17日(土) 平成２９年度卒業祝賀会費助成

3月中旬 年度末監査

3月23日(金) 第3回役員会

　朝ごはんの大切さを伝えようとスタートした後援会助成による食
育プログラム『１００円朝食』は、今年で３年目となります。1食300円
のうち、100円を学生が負担し、200円を後援会が助成しています。
たくさんの学生に利用してもらおうと、毎月イベント（バイキング等）
を実施し、利用を呼びかけています。

　後期営業は９月２８日
（木）～１１月１５日（水）。
前期営業とあわせ年１
００日間の営業を目指し
ます。メニュー表（アレル
ギー･カロリー）や過去
のメニュー写真は、本学
HPの「PICK UP」で確
認できます。ちなみに前
期の一番人気メニュー
は、最終日のハヤシライ
ス、コールスローサラダ、
ワカメスープ、プチロール
ケーキでした。

「１００円朝食」後期営業は、９月２８日（木）スタート

「100円朝カレーバイキング」では3種類の味が楽しめます

「100円朝食バイキング」は100食が即完売 最終日は前期最多の96人が利用

後援会活動報告 1
理事長・学長挨拶 2
就職部便り 3
平成29年度予算、事業等実施計画 4

平成29年9月1日（金）
発行責任者 中村　仁
発　行　係 〒061-1449　北海道恵庭市黄金中央5丁目196番地の1
 北海道文教大学事務局学務部学生課内
 北海道文教大学後援会　℡0123-34-0011

開催地           　日　時 　　　　　　　　　会　場

恵庭市 10月  8日（日） 10:00より　          北海道文教大学

青森市 10月21日（土） 13:00より　   青森県観光物産館アスパム

函館市 10月22日（日） 10:00より　フォーポイントバイシェラトン函館

第19回大学祭「恵華祭」　
実施日：平成29年10月7日（土）、8日（日）　
内　容：お笑いライブ、YOSAKOI、吹奏楽コンサート、花火、模擬店 他



　
少
し
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、ま
だ
中
学
生
の
少
年

が
、将
棋
の
世
界
で
二
十
九
連
勝
を
果
た
し
て
、大
い
に
注

目
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
そ
の
背
景
が
、徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。こ
の
若
き
天
才
が
生
ま
れ
育
っ
た
要
因
は
大
き
く
三

つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　
一
つ
目
は
、幼
い
頃
か
ら
伝
統
的
な
詰
将
棋
に
大
変
な

才
能
を
示
し
て
い
た
こ
と
で
す
。負
け
ず
嫌
い
の
気
性
と

も
相
ま
っ
て
基
本
を
大
変
な
ス
ピ
ー
ド
で
身
に
つ
け
て

い
っ
た
こ
と
。

　
二
つ
目
は
、将
棋
の
先
生
に
つ
い
て
か
ら
、ほ
か
の
人
な

ら
飽
き
て
し
ま
う
、「
次
の
一
手
を
五
分
間
で
答
え
て
」と
い

う
例
題
に
、何
問
で
も
し
っ
か
り
答
え
続
け
る
と
い
う
集

中
力
と
素
直
さ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

　
そ
し
て
三
つ
目
は
、人
工
知
能
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た

将
棋
ソ
フ
ト
に
対
し
て
、た
だ
対
局
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

人
工
知
能
の
発
想
と
展
開
を
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
昨
今
大
い
に
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す「
人
工
知
能
」は
、

主
に「
学
習
」と「
推
論
」と
い
う
二
つ
の
優
れ
た
機
能
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　「
学
習
」は
、膨
大
な
デ
ー
タ
か
ら
有
用
な
情
報
を
導
き

出
す
機
能
で
す
。ま
た
、「
推
論
」と
は
、学
習
し
た
新
し
い

知
識
を
も
と
に
新
た
な
結
論
を
導
き
出
す
機
能
で
す
。

　
人
工
知
能
が
人
間
の
知
能
を
上
回
る
と
き
、や
が
て
人

間
は
疎
外
と
劣
等
感
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
と
い
う
悲
観
論

　
六
年
連
続
で
伸
長
し
て
い
る
大
卒
求
人
倍
率
。企
業
の
採
用
意

欲
が
高
い
状
況
で
ス
タ
ー
ト
し
た
就
職
活
動
も
、早
期
に
内
定
を

出
す
企
業
が
多
く
、前
年
比
一
ヵ
月
ほ
ど
前
倒
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
就
活
を
め
ぐ
っ
て
、売
り
手
市
場
の
言
葉
が「
今
年
の
就
活
は
楽

か
な
？
」と
都
合
の
良
い
考
え
の
学
生
も
い
ま
す
が
、人
気
の
あ
る

企
業
の
内
定
は
、相
変
わ
ら
ず
狭
き
門
で
す
。

　
道
内
企
業
で
は
七
月
で
、採
用
終
了
が
三
十
五
％
で
す
が
六
十

五
％
の
企
業
が
ま
だ
ま
だ
採
用
を
継
続
中
で
す
。

　
後
半
に
入
り
就
職
部
で
も
選
考
通
過
に
至
ら
ず
就
活
中
の
学

生
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
に
、各
情
報
誌
が
主
催
の
名
刺
交
換
会

に
積
極
的
に
参
加
し
求
人
情
報
の
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、医
療
・
福
祉
系
の
採
用
も
始
ま
り
就
職
部
も
学
生
の
出
入

り
が
多
く
な
り
、活
気
で
室
温
が
高
め
で
す
。学
生
に
自
分
の
価
値
に

気
づ
か
せ「
や
れ
ば
で
き
る
」手
応
え
の
あ
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
就
職
部
で
は
学
生
が
就
活
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
対
策

と
し
て
後
援
会
の
支
援
の
も
と
資
格
取
得
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。資
格
を
取
得
す
る
に
は
日
々
の
努
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
し
、

少
な
か
ら
ず
プ
ラ
ス
に
捉
え
ら
れ
ま
す
。多
く
の
学
生
が
履
歴
書

に
記
載
で
き
る
よ
う
各
種
資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。〔
別
表
参
照
〕

　
次
に
各
学
科
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
国
際
言
語
学
科
】

　
今
年
度
も
経
団
連
非
加
盟
企
業
や
外
資
系
企
業
は
、六
月
一
日

以
前
か
ら
選
考
を
開
始
し
ま
し
た
。二
月
の
対
策
講
座
効
果
も
あ

り
、数
多
く
の
学
生
が
五
月
中
に
最
終
面
接
に
挑
み
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、前
半
戦
は
卸
売
業
・
小
売
業
・
運
輸
業
を
中
心
に

内
々
定
を
獲
得
、後
半
戦
に
向
け
て
弾
み
が
つ
き
ま
し
た
。八
月
の

内
定
獲
得
セ
ミ
ナ
ー
を
皮
切
り
に
、一
人
ひ
と
り
の
学
生
状
況
を

把
握
し
、個
別
指
導
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

【
健
康
栄
養
学
科
】

　
本
年
は
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
か
ら
企
業
説
明
会
と
速
い
テ
ン
ポ
で

進
行
し
、総
合
職
中
心
に
六
月
選
考
解
禁
前
か
ら
、企
業
の
採
用

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
学
生
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
前
半
戦
は
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
中
心
に
、一
部
上
場
企
業
・
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
・
首
都
圏
給
食
企
業
に
、内
々
定
の
母
集
団
を
形
成
し
ま

し
た
。後
半
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
対
策
で
は
、地
方
公
務
員
・
施

設
・
病
院
に
向
け
て
活
動
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

若
き
天
才
と

　
　
人
工
知
能
の
進
化
と
大
学
教
育
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理事長・学長挨拶就職部便り

二
〇
一
八
年
三
月
卒
業
生

　
　
　
　
　
　
　
就
職
活
動
状
況
に
つ
い
て

北
海
道
文
教
大
学
　
就
職
部

【
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
】

　
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
と
も
に
八
月
の
学
内
合
同

企
業
説
明
会
を
皮
切
り
に
、就
職
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
他
校
と
の
競
合
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、札
幌
圏
で
の
求
人
増
は

あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、実
習
先
や
学
内
説
明
会
参
加

施
設
な
ど
、こ
れ
ま
で
以
上
に
各
施
設
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し

た
就
職
活
動
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
看
護
学
科
】

　
昨
年
は
採
用
試
験
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、道
内
外
の
医
療
機
関

に
お
い
て
も
、第
一
志
望
の
選
考
試
験
で
不
合
格
と
な
る
ケ
ー
ス
が

多
発
し
た
為
、今
年
度
は
初
動
を
早
め
、新
規
養
成
校
卒
業
生
と

の
競
合
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
前
半
の
内
定
率
は
、前
年
を
上
回
る
ペー
ス
で
推
移
し
て
お
り
、

引
き
続
き
各
医
療
機
関
の
採
用
動
向
を
注
視
し
て
、学
生
指
導
に

当
た
っ
て
参
り
ま
す
。

【
こ
ど
も
発
達
学
科
】

　
前
半
戦
は
教
員
一
次
試
験
が
終
了
し
、通
過
し
た
学
生
は
早
速

二
次
試
験
対
策
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、公
務
員（
保
育
系
）志
望

者
は
一
次
試
験
に
備
え
て
、最
後
の
追
い
込
み
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
後
半
戦
は
民
間
の
幼
稚
園
・
保
育
園
・
社

会
福
祉
系
の
就
職
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。多

様
な
就
職
ル
ー
ト
への
情
報
提
供
と
指
導
を

強
化
し
て
参
り
ま
す
。

も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
私
は
、そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。そ
も
そ
も「
学
習
」

も
、「
推
論
」も
人
間
が
や
っ
て
い
た
こ
と
な
の
で
す
。そ
れ

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
い
う
機
械
に
よ
っ
て
、よ
り
早
く
よ
り

大
き
な
量
を
し
か
も
正
確
に
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。

　
文
部
科
学
省
は
そ
の
こ
と
か
ら
学
ん
で
、「
デ
ィ
ー
プ

ラ
ー
ニ
ン
グ（
深
い
学
び
）」と
い
う
こ
と
と
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ（
行
動
的
学
び
）」と
い
う
こ
と
を
い
ち
早
く
提

唱
し
て
お
り
ま
す
。　

　
大
学
教
育
の
未
来
も
そ
の
求
め
続
け
る
視
線
と
、そ
の

地
平
の
彼
方
に
あ
り
ま
す
。「
ディ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ（
深
い

学
び
）」と
い
う
、人
間
本
来
が
持
つ「
よ
り
深
い
認
識
を
得

た
い
と
い
う
欲
求
」と
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ（
行
動
的

学
び
）」と
い
う「
仲
間
と
共
に
協
同
し
て
結
論
を
導
き
出

す
と
い
う
共
に
創
造
す
る
喜
び
」で
す
。

　
そ
こ
で
は
、「
人
工
知
能
」も
大
い
に
そ
の
力
を
発
揮
し

て
、組
み
込
ま
れ
る
存
在
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
学
生
諸
君
は
大
き
な
希
望
を
抱
い
て
未
来
へ
進
ん
で
い

き
ま
す
。保
護
者
の
皆
様
は
、大
き
く
移
り
変
わ
る
社
会

の
一
歩
先
を
歩
き
な
が
ら
、共
に
未
来
を
創
る
存
在
で
す
。

本
学
教
職
員
一
同
は「
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
皆
様
の
未

来
に
奉
仕
す
る
教
育
」を
第
一
に
考
え
て
努
力
を
重
ね
て

参
り
ま
す
。皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
、温
か
い
ご
支
援
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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作業療法学科
人間科学部

国際言語学科
外国語学部

健康栄養学科
人間科学部

理学療法学科
就職率 （2017年5月1日現在）人間科学部

看護学科
人間科学部

こども発達学科
人間科学部

卸・小売り
30.6％

生活関連
サービス・娯楽
16.7％公務

8.3％

サービス 6.9％
金融・保険 5.6％
運輸・郵便 5.6％

情報通信5.6％

宿泊・飲食4.2％

教育・学習支援4.2％

製造 4.2％ その他 
8.1％

栄養士・管理栄養士・
公務栄養士・栄養教諭
７5．6％

商品開発・
品質検査・
製造など
（要栄免）
6.3％

総合職
一般職など
18.1％

小学校・
特別支援学校
教諭
18.6％

幼稚園教諭
12.4％

保育士
34.0％

指導員・
支援員など
13.4％

公務員・
総合職・
一般職 
21.6％

医療機関
94.7％

施設など 5.3％

大学病院
22.7％

公的病院
32.0％

医療法人
など
40.0％

公益・
企業立病院
5.3％

医療機関
97.7％

施設など 2.3％

　　　　　　 講座名
公務員チャレンジテスト（中級）
ファイナンシャル・プランニング3級講座
公務員チャレンジテスト（上級）
Ｒ－ＣＡＰ
公務員試験対策講座

公務員（栄養士・保育士）対策模試
資産に応じた貯蓄・投資等のプランの立案（国家資格）
公務員（大卒）・大手企業（ＳＰＩ）対策模試
アセスメントツール（自己分析、自己理解）
公務員（大卒）・大手企業（ＳＰＩ）　40コマ

合　計　（名）

4月
8月
8月
10月
2月

１１７
28
65
234
86
530

合計（名）内容実施月

資格名

福祉住環境コーディネーター　2級
実用英語技能検定　準１級
実用英語技能検定　２級
観光英語検定　２級
ＴＯＥＩＣ　600点以上
中国語検定　2級
中国語標準検定（ＨＳＫ）5級
中国語標準検定（ＨＳＫ）6級
中国語標準検定（ＨＳＫ）口頭試験　高級
日本漢字能力検定　２級
ファイナンシャル・プランニング　3級（学科・実技合格）
　　　　　　　　  合　計　（名）

27
1
14
4
13
1
6
1
1
1
1
70

1.資格取得奨励金　該当者数　（平成28年度）

合計（名）

就職率 （2017年5月1日現在）就職率 （2017年5月1日現在）

就職率 （2017年5月1日現在） 就職率 （2017年5月1日現在） 就職率 （2017年5月1日現在）

8年
連続

7年
連続

6年
連続

2.学内就職支援講座　受講者数　（平成28年度）



　
少
し
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、ま
だ
中
学
生
の
少
年

が
、将
棋
の
世
界
で
二
十
九
連
勝
を
果
た
し
て
、大
い
に
注

目
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
そ
の
背
景
が
、徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。こ
の
若
き
天
才
が
生
ま
れ
育
っ
た
要
因
は
大
き
く
三

つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　
一
つ
目
は
、幼
い
頃
か
ら
伝
統
的
な
詰
将
棋
に
大
変
な

才
能
を
示
し
て
い
た
こ
と
で
す
。負
け
ず
嫌
い
の
気
性
と

も
相
ま
っ
て
基
本
を
大
変
な
ス
ピ
ー
ド
で
身
に
つ
け
て

い
っ
た
こ
と
。

　
二
つ
目
は
、将
棋
の
先
生
に
つ
い
て
か
ら
、ほ
か
の
人
な

ら
飽
き
て
し
ま
う
、「
次
の
一
手
を
五
分
間
で
答
え
て
」と
い

う
例
題
に
、何
問
で
も
し
っ
か
り
答
え
続
け
る
と
い
う
集

中
力
と
素
直
さ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

　
そ
し
て
三
つ
目
は
、人
工
知
能
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た

将
棋
ソ
フ
ト
に
対
し
て
、た
だ
対
局
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

人
工
知
能
の
発
想
と
展
開
を
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
昨
今
大
い
に
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す「
人
工
知
能
」は
、

主
に「
学
習
」と「
推
論
」と
い
う
二
つ
の
優
れ
た
機
能
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　「
学
習
」は
、膨
大
な
デ
ー
タ
か
ら
有
用
な
情
報
を
導
き

出
す
機
能
で
す
。ま
た
、「
推
論
」と
は
、学
習
し
た
新
し
い

知
識
を
も
と
に
新
た
な
結
論
を
導
き
出
す
機
能
で
す
。

　
人
工
知
能
が
人
間
の
知
能
を
上
回
る
と
き
、や
が
て
人

間
は
疎
外
と
劣
等
感
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
と
い
う
悲
観
論

　
六
年
連
続
で
伸
長
し
て
い
る
大
卒
求
人
倍
率
。企
業
の
採
用
意

欲
が
高
い
状
況
で
ス
タ
ー
ト
し
た
就
職
活
動
も
、早
期
に
内
定
を

出
す
企
業
が
多
く
、前
年
比
一
ヵ
月
ほ
ど
前
倒
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
就
活
を
め
ぐ
っ
て
、売
り
手
市
場
の
言
葉
が「
今
年
の
就
活
は
楽

か
な
？
」と
都
合
の
良
い
考
え
の
学
生
も
い
ま
す
が
、人
気
の
あ
る

企
業
の
内
定
は
、相
変
わ
ら
ず
狭
き
門
で
す
。

　
道
内
企
業
で
は
七
月
で
、採
用
終
了
が
三
十
五
％
で
す
が
六
十

五
％
の
企
業
が
ま
だ
ま
だ
採
用
を
継
続
中
で
す
。

　
後
半
に
入
り
就
職
部
で
も
選
考
通
過
に
至
ら
ず
就
活
中
の
学

生
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
に
、各
情
報
誌
が
主
催
の
名
刺
交
換
会

に
積
極
的
に
参
加
し
求
人
情
報
の
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、医
療
・
福
祉
系
の
採
用
も
始
ま
り
就
職
部
も
学
生
の
出
入

り
が
多
く
な
り
、活
気
で
室
温
が
高
め
で
す
。学
生
に
自
分
の
価
値
に

気
づ
か
せ「
や
れ
ば
で
き
る
」手
応
え
の
あ
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
就
職
部
で
は
学
生
が
就
活
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
対
策

と
し
て
後
援
会
の
支
援
の
も
と
資
格
取
得
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。資
格
を
取
得
す
る
に
は
日
々
の
努
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
し
、

少
な
か
ら
ず
プ
ラ
ス
に
捉
え
ら
れ
ま
す
。多
く
の
学
生
が
履
歴
書

に
記
載
で
き
る
よ
う
各
種
資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。〔
別
表
参
照
〕

　
次
に
各
学
科
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
国
際
言
語
学
科
】

　
今
年
度
も
経
団
連
非
加
盟
企
業
や
外
資
系
企
業
は
、六
月
一
日

以
前
か
ら
選
考
を
開
始
し
ま
し
た
。二
月
の
対
策
講
座
効
果
も
あ

り
、数
多
く
の
学
生
が
五
月
中
に
最
終
面
接
に
挑
み
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、前
半
戦
は
卸
売
業
・
小
売
業
・
運
輸
業
を
中
心
に

内
々
定
を
獲
得
、後
半
戦
に
向
け
て
弾
み
が
つ
き
ま
し
た
。八
月
の

内
定
獲
得
セ
ミ
ナ
ー
を
皮
切
り
に
、一
人
ひ
と
り
の
学
生
状
況
を

把
握
し
、個
別
指
導
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

【
健
康
栄
養
学
科
】

　
本
年
は
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
か
ら
企
業
説
明
会
と
速
い
テ
ン
ポ
で

進
行
し
、総
合
職
中
心
に
六
月
選
考
解
禁
前
か
ら
、企
業
の
採
用

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
学
生
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
前
半
戦
は
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
中
心
に
、一
部
上
場
企
業
・
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
・
首
都
圏
給
食
企
業
に
、内
々
定
の
母
集
団
を
形
成
し
ま

し
た
。後
半
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
対
策
で
は
、地
方
公
務
員
・
施

設
・
病
院
に
向
け
て
活
動
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

若
き
天
才
と

　
　
人
工
知
能
の
進
化
と
大
学
教
育
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二
〇
一
八
年
三
月
卒
業
生

　
　
　
　
　
　
　
就
職
活
動
状
況
に
つ
い
て

北
海
道
文
教
大
学
　
就
職
部

【
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
】

　
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
と
も
に
八
月
の
学
内
合
同

企
業
説
明
会
を
皮
切
り
に
、就
職
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
他
校
と
の
競
合
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、札
幌
圏
で
の
求
人
増
は

あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、実
習
先
や
学
内
説
明
会
参
加

施
設
な
ど
、こ
れ
ま
で
以
上
に
各
施
設
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し

た
就
職
活
動
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
看
護
学
科
】

　
昨
年
は
採
用
試
験
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、道
内
外
の
医
療
機
関

に
お
い
て
も
、第
一
志
望
の
選
考
試
験
で
不
合
格
と
な
る
ケ
ー
ス
が

多
発
し
た
為
、今
年
度
は
初
動
を
早
め
、新
規
養
成
校
卒
業
生
と

の
競
合
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
前
半
の
内
定
率
は
、前
年
を
上
回
る
ペー
ス
で
推
移
し
て
お
り
、

引
き
続
き
各
医
療
機
関
の
採
用
動
向
を
注
視
し
て
、学
生
指
導
に

当
た
っ
て
参
り
ま
す
。

【
こ
ど
も
発
達
学
科
】

　
前
半
戦
は
教
員
一
次
試
験
が
終
了
し
、通
過
し
た
学
生
は
早
速

二
次
試
験
対
策
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、公
務
員（
保
育
系
）志
望

者
は
一
次
試
験
に
備
え
て
、最
後
の
追
い
込
み
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
後
半
戦
は
民
間
の
幼
稚
園
・
保
育
園
・
社

会
福
祉
系
の
就
職
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。多

様
な
就
職
ル
ー
ト
への
情
報
提
供
と
指
導
を

強
化
し
て
参
り
ま
す
。

も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
私
は
、そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。そ
も
そ
も「
学
習
」

も
、「
推
論
」も
人
間
が
や
っ
て
い
た
こ
と
な
の
で
す
。そ
れ

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
い
う
機
械
に
よ
っ
て
、よ
り
早
く
よ
り

大
き
な
量
を
し
か
も
正
確
に
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。

　
文
部
科
学
省
は
そ
の
こ
と
か
ら
学
ん
で
、「
デ
ィ
ー
プ

ラ
ー
ニ
ン
グ（
深
い
学
び
）」と
い
う
こ
と
と
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ（
行
動
的
学
び
）」と
い
う
こ
と
を
い
ち
早
く
提

唱
し
て
お
り
ま
す
。　

　
大
学
教
育
の
未
来
も
そ
の
求
め
続
け
る
視
線
と
、そ
の

地
平
の
彼
方
に
あ
り
ま
す
。「
ディ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ（
深
い

学
び
）」と
い
う
、人
間
本
来
が
持
つ「
よ
り
深
い
認
識
を
得

た
い
と
い
う
欲
求
」と
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ（
行
動
的

学
び
）」と
い
う「
仲
間
と
共
に
協
同
し
て
結
論
を
導
き
出

す
と
い
う
共
に
創
造
す
る
喜
び
」で
す
。

　
そ
こ
で
は
、「
人
工
知
能
」も
大
い
に
そ
の
力
を
発
揮
し

て
、組
み
込
ま
れ
る
存
在
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
学
生
諸
君
は
大
き
な
希
望
を
抱
い
て
未
来
へ
進
ん
で
い

き
ま
す
。保
護
者
の
皆
様
は
、大
き
く
移
り
変
わ
る
社
会

の
一
歩
先
を
歩
き
な
が
ら
、共
に
未
来
を
創
る
存
在
で
す
。

本
学
教
職
員
一
同
は「
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
皆
様
の
未

来
に
奉
仕
す
る
教
育
」を
第
一
に
考
え
て
努
力
を
重
ね
て

参
り
ま
す
。皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
、温
か
い
ご
支
援
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

2017年3月卒 
就職実績データ

平成29年度　北海道文教大学後援会　役員名簿

 
 

鈴　
木　
武　
夫 

理
事
長・学
長

会　
長 

Ｗ
Ｇ 

中　
村　
　
　
仁 

こ
ど
も
発
達
学
科
３
年 

 
 

 
 

 
 

副
会
長 

Ｗ
Ｇ 

串　
間　
栄　
子 

理
学
療
法
学
科
４
年 

 
 

 
 

 
 

副
会
長 

Ｗ
Ｇ 

小　
林　
裕　
子 

健
康
栄
養
学
科
２
年 

 
 

 
 

 
 

監　
査 

Ｗ
Ｇ 

高　
　
　
七　
重 

国
際
言
語
学
科
３
年

監　
査 

Ｗ
Ｇ 

山　
本　
富　
造 

看
護
学
科
１
年 

 
 

 
 

 
 

理　
事 

 

石　
井　
和　
彦 

国
際
言
語
学
科
４
年

理　
事 

 

吉　
田　
　
　
恩 

国
際
言
語
学
科
２
年

理　
事 

 

片　
岡　
結　
花 

健
康
栄
養
学
科
４
年

理　
事 

 

内　
藤　
　
　
勉 

健
康
栄
養
学
科
３
年

理　
事 

 

加　
藤　
章　
子 

理
学
療
法
学
科
３
年 

 
 

理　
事 

Ｗ
Ｇ 

山　
﨑　
善　
仁 

理
学
療
法
学
科
１
年 

 
 

理　
事 

Ｗ
Ｇ 

田　
伏　
一　

志 

作
業
療
法
学
科
３
年

理　
事 

Ｗ
Ｇ 

冨　
永　
弘　
樹 

作
業
療
法
学
科
２
年

理　
事 

 

藤　
原　
未　
央 

作
業
療
法
学
科
１
年 

 
 

 
 

 

理　
事 

 

豊　
田　
雄　
二 

看
護
学
科
４
年

理　
事 

 

榊　
　
　
和　
恵 

看
護
学
科
２
年

理　
事 

Ｗ
Ｇ 

中　
村　

 

万
里
子 

こ
ど
も
発
達
学
科
４
年

理　
事 

 

佐　
藤　
京　
子 

こ
ど
も
発
達
学
科
１
年 

 
 

理　
事 

 

橘　
内　
　
　
勇 

副
学
長･

人
間
科
学
部
長

理　
事 

 

澤　
田　
　
　
隆 

外
国
語
学
部
長

幹　
事 

 

浅　
見　
晴　
江 

事
務
局
長

幹　
事 

 

三　
枝　
和　
也 

事
務
局
次
長

幹　
事 

 

山　
本　
淑　
子 

財
務
部
長

幹　
事 

 

細　
井　
雅　
人 

学
務
部
次
長

幹　
事 

 

類　
家　
公　
祐 

学
生
課
長

会　
計 

 

立　
谷　
　
　
整 

学
生
課
長
補
佐

役　
職

W
G

氏　
　
　
　
名

　
学　
科 

・ 

学　
年

　
　
　

名
誉
会
長

副 

会 

長

2016年度 就職率（全学科平均）

※WG＝ワーキンググループ

作業療法学科
人間科学部

国際言語学科
外国語学部

健康栄養学科
人間科学部

理学療法学科
就職率 （2017年5月1日現在）人間科学部

看護学科
人間科学部

こども発達学科
人間科学部

卸・小売り
30.6％

生活関連
サービス・娯楽
16.7％公務

8.3％

サービス 6.9％
金融・保険 5.6％
運輸・郵便 5.6％

情報通信5.6％

宿泊・飲食4.2％

教育・学習支援4.2％

製造 4.2％ その他 
8.1％

栄養士・管理栄養士・
公務栄養士・栄養教諭
７5．6％

商品開発・
品質検査・
製造など
（要栄免）
6.3％

総合職
一般職など
18.1％

小学校・
特別支援学校
教諭
18.6％

幼稚園教諭
12.4％

保育士
34.0％

指導員・
支援員など
13.4％

公務員・
総合職・
一般職 
21.6％

医療機関
94.7％

施設など 5.3％

大学病院
22.7％

公的病院
32.0％

医療法人
など
40.0％

公益・
企業立病院
5.3％

医療機関
97.7％

施設など 2.3％

　　　　　　 講座名
公務員チャレンジテスト（中級）
ファイナンシャル・プランニング3級講座
公務員チャレンジテスト（上級）
Ｒ－ＣＡＰ
公務員試験対策講座

公務員（栄養士・保育士）対策模試
資産に応じた貯蓄・投資等のプランの立案（国家資格）
公務員（大卒）・大手企業（ＳＰＩ）対策模試
アセスメントツール（自己分析、自己理解）
公務員（大卒）・大手企業（ＳＰＩ）　40コマ

合　計　（名）

4月
8月
8月
10月
2月

１１７
28
65
234
86
530

合計（名）内容実施月

資格名

福祉住環境コーディネーター　2級
実用英語技能検定　準１級
実用英語技能検定　２級
観光英語検定　２級
ＴＯＥＩＣ　600点以上
中国語検定　2級
中国語標準検定（ＨＳＫ）5級
中国語標準検定（ＨＳＫ）6級
中国語標準検定（ＨＳＫ）口頭試験　高級
日本漢字能力検定　２級
ファイナンシャル・プランニング　3級（学科・実技合格）
　　　　　　　　  合　計　（名）

27
1
14
4
13
1
6
1
1
1
1
70

1.資格取得奨励金　該当者数　（平成28年度）

合計（名）

就職率 （2017年5月1日現在）就職率 （2017年5月1日現在）

就職率 （2017年5月1日現在） 就職率 （2017年5月1日現在） 就職率 （2017年5月1日現在）

8年
連続

7年
連続

6年
連続

2.学内就職支援講座　受講者数　（平成28年度）



19
　
会
員
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
北
海
道
文
教
大
学

後
援
会
の
活
動
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。本
学
後
援
会
は
、

「
建
学
の
精
神
に
則
り
、会
員
相
互
の
協
力
に
よ
っ
て

本
学
を
後
援
し
、そ
の
発
展
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
」（
会
則
第
一
条
）と
し
て
、会
員
の
皆
様
か
ら

お
預
か
り
し
て
い
る
後
援
会
費
に
よ
り（
１
）学
生
生

活
向
上
の
為
の
援
助（
２
）課
外
活
動
に
対
す
る
援
助

（
３
）大
学
祭
や
保
護
者
懇
談
会
の
開
催
協
力
・
助

成
、会
報
の
発
行
等
、在
学
生
・
保
護
者
と
の
連
携

（
４
）学
位
記
授
与
式
記
念
品
助
成
・
卒
業
祝
賀
会
実

施
協
力
等
、会
員
相
互
の
親
睦
、福
利
厚
生
に
関
す

る
援
助
等
、様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
後
援
会
で
は
、会
報
を
通
し
て
、会
員
の
皆
様
に
活

動
内
容
に
理
解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う
年
２
回
発
行

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
会
報
で
は
上
半
期
の
事
業
の
中
で
、七
月
十
三

日（
木
）に
実
施
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に

つ
い
て
ご
報
告
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
は
、学
内
に
お
け
る
学

生
の
様
子
や
各
施
設
を
実
際
に
後
援
会
理
事
が
、大

「
平
成
二
十
九
年
度
　
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」を
実
施

中
村
　
仁

学
教
職
員
等
か
ら
説
明
を
頂
き
な
が
ら
見
学
し
、各

施
設
の
利
便
性
や
改
善
点
等
に
つ
い
て
、共
通
認
識

を
持
ち
事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
る
為
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
。本
年
度
は
十
一
名
の
後
援
会
理
事
、橘
内

副
学
長
は
じ
め
大
学
関
係
者
の
出
席
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
は
じ
め
に
橘
内
副
学
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂

き
、説
明
見
学
を
開
始
致
し
ま
し
た
。今
年
度
は
本
学

園
が
七
十
五
周
年
を
迎
え
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
鶴

岡
記
念
講
堂
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
図

書
館
の
拡
張
も
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、昨
年
度
後
援

会
で
助
成
し
た
図
書
館
の
空
調
設
備
の
状
況
も
含

め
、学
生
の
利
用
状
況
等
の
説
明
及
び
見
学
を
重
点

的
に
致
し
ま
し
た
。

　
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、夏
季
の
冷
房
は
勿
論
の
こ

と
、冬
季
の
夜
間
暖
房
も
改
善
さ
れ
、多
く
の
学
生
が
快

適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
利
用
状
況
が
好
調
と
の
ご

説
明
を
受
け
、後
援
会
の
意
義
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
鶴
岡
記
念
講
堂
に
つ
き
ま
し
て
は
、そ
の
機
能
を
活
か

し
学
内
は
も
と
よ
り
地
域
の
為
に
多
く
活
用
さ
れ
て
い
く

施
設
だ
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。後
援
会
の
皆
様
に
是
非
見

て
頂
く
機
会
を
作
り
た
い
と
の
理
事
の
共
通
認
識
で
す
。

　
そ
の
他
学
食
で
の
昼
食
や
各
施
設
を
丁
寧
に
ご
説
明

頂
き
、三
時
間
程
を
か
け
見
学
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

　
見
学
終
了
後
、参
加
者
に
よ
る
総
括
で
感
想
や
問
題

点
の
確
認
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。夏
季
の
見
学
で
あ
る

こ
と
も
あ
り
、暑
さ
対
策
に
つ
い
て
の
ご
意
見
が
多
く

で
ま
し
た
が
、こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、大
学
側
の
希
望

と
各
学
科
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
え
な
が
ら
後
援
会
で

で
き
る
こ
と
は
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
確
認
致
し
ま
し

た
。ま
た
、夜
間
や
冬
季
の
状
況
に
つ
い
て
も
今
後
確
認

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
本
事
業
に
あ
た
り
、大
学
事
務
局
の
皆
様

の
お
陰
で
大

変
ス
ム
ー
ズ

に
す
す
め
ら

れ
た
こ
と
、

後
援
会
を

代
表
し
て

感
謝
を
申

し
上
げ
報

告
と
致
し

ま
す
。

北
海
道
文
教
大
学
後
援
会
　
会
長

鶴岡記念図書館

鶴岡記念講堂　玄関ホール

1号館　就職資料閲覧室

7号館　保育演習室１

鶴岡記念講堂　鶴岡先生史料室
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北海道文教大学後援会　平成29年度予算

平成２９年度「父母懇談会」

※地方会場：昨年度は帯広市、釧路市。来年度は旭川市、北見市を予定。
父母懇談会の詳細は、本学HP「PICK UP」をご覧ください。

ご案内
けい か さい

（単位　　円）■支出の部 
科　　　目 予算案 備　考

合　　　計

1.事務費
　（1）通信費等
2.会議費
　（1）総会
　（2）役員会費
3.事業費
　（1）学生文化・体育団体助成費
　（2）父母懇談会助成費
　（3）卒業記念助成費
　（4）「卒業祝賀会」費
　（5）就職活動助成費
　（6）広報費
　（7）慶弔費
　（8）免許等取得助成費
　（9）宿泊研修助成費
　（10）100円朝食助成費
　（11）携帯電話充電器助成費
　（12）サイクルスタンド設置助成費
　（13）学生食堂改修助成費
　（14）入学式･卒業式支援品助成
4.周年記念事業等積立費
5.予備費

500,000
500,000
1,600,000
600,000
1,000,000
46,996,000
7,500,000
1,000,000
4,300,000
5,000,000
2,000,000
800,000
100,000
3,480,000
3,500,000
3,000,000
160,000
1,000,000
15,000,000
156,000
2,000,000
7,978,500
59,074,500

総会・役員会等案内状郵送

総会費用（会場費等）
役員会・交通費

サークル活動助成
大学祭模擬店食券助成
卒業記念品助成
卒業祝賀会費

資格取得受験料等助成
会報（年2回発行）

香典（10,000円×10人）
1,500円×2,320人（６学科案分）
新入生宿泊研修費助成
年間１００日間実施
3台レンタル料助成

７号館前駐輪場設置助成
改修工事助成
不織布バッグ
5年積立金（年額）

設備・備品等助成を含む

■収入の部 （単位　　円）

科　　　目 予算案 備　考

合　　　計

20,791,500
38,280,000

3,000
59,074,500

16,500円×2,320人

預金利息

1.繰越金
2.会費収入

3.雑収入

平成29年度
北海道文教大学後援会事業等実施計画

平成29年
4月8日（土） 定期総会（入学式終了後）

4月10日（月）～11日（火） 新入生宿泊研修（北湯沢温泉）助成

4月17日（月）～7月28日（金） １００円朝食助成 (前期)

4月21日（金） 第1回ワーキンググループ

6月3日（土） 鶴岡学園創立75周年記念式典･祝賀会

6月22日(木)　　　　　　　　第１回役員会

7月13日（木） キャンパスウォッチング

9月28日(木)～11月15日(水) １００円朝食助成（後期）

10月8日(日) 父母懇談会（恵庭会場）助成

10月中旬 中間監査

10月20日(金) 第２回ワーキンググループ

11月10日(金) 第２回役員会

平成30年
3月9日(金) 第3回ワーキンググループ

3月17日(土) 平成２９年度学位記授与式記念品助成

3月17日(土) 平成２９年度卒業祝賀会費助成

3月中旬 年度末監査

3月23日(金) 第3回役員会

　朝ごはんの大切さを伝えようとスタートした後援会助成による食
育プログラム『１００円朝食』は、今年で３年目となります。1食300円
のうち、100円を学生が負担し、200円を後援会が助成しています。
たくさんの学生に利用してもらおうと、毎月イベント（バイキング等）
を実施し、利用を呼びかけています。

　後期営業は９月２８日
（木）～１１月１５日（水）。
前期営業とあわせ年１
００日間の営業を目指し
ます。メニュー表（アレル
ギー･カロリー）や過去
のメニュー写真は、本学
HPの「PICK UP」で確
認できます。ちなみに前
期の一番人気メニュー
は、最終日のハヤシライ
ス、コールスローサラダ、
ワカメスープ、プチロール
ケーキでした。

「１００円朝食」後期営業は、９月２８日（木）スタート

「100円朝カレーバイキング」では3種類の味が楽しめます

「100円朝食バイキング」は100食が即完売 最終日は前期最多の96人が利用

後援会活動報告 1
理事長・学長挨拶 2
就職部便り 3
平成29年度予算、事業等実施計画 4

平成29年9月1日（金）
発行責任者 中村　仁
発　行　係 〒061-1449　北海道恵庭市黄金中央5丁目196番地の1
 北海道文教大学事務局学務部学生課内
 北海道文教大学後援会　℡0123-34-0011

開催地           　日　時 　　　　　　　　　会　場

恵庭市 10月  8日（日） 10:00より　          北海道文教大学

青森市 10月21日（土） 13:00より　   青森県観光物産館アスパム

函館市 10月22日（日） 10:00より　フォーポイントバイシェラトン函館

第19回大学祭「恵華祭」　
実施日：平成29年10月7日（土）、8日（日）　
内　容：お笑いライブ、YOSAKOI、吹奏楽コンサート、花火、模擬店 他


